
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

給料、職員手当等、共済費 千円

役務費  　　　　　　　7,634千円
　公金収納手数料
　その他手数料
　振込手数料
　集金手数料

委託料

補償補填及び賠償金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 会計課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 4 会計管理費

事業名 7 会計管理費（一般）

総合計画の位置づけ 考え方４　質の高い行財政運営
所信表明「五本柱」の位置づけ

根拠法令・
要綱等 地方自治法第170条

個別計画

事業
概要

地方自治法第170条に基づく会計管理者の職務権限である会計事務のうち、現金、有価証券の出納保
管、及び記録管理等に要する経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

31,734 

2,791 
9 

3,844 
990 

406 
　自動釣銭機付きレジスター保守委託料（3台分）

10 

区分

事業費 38,882 39,784 902

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 38,882 39,784 902

財
源
内
訳

事業費
の内訳

●職員人件費、過少収納時補填金
●鳥取銀行他４金融機関・ゆうちょ銀行での窓口収納手数料（R7
年4月～10円→40円/件（税別）)、　口座振替の手数料
●残高証明発行（9月・3月の2回）、窓口両替、金種指定払出
（12回想定）
●公金振込に係る内国為替制度運営費の金融機関負担開始に　伴
いR6年10月取引分から発生。【R7年度当初予算4,557千円に対し
△15.6％の減額】
●鳥取銀行集金業務（本庁・各支所3か所）
　@25千円/所・月×3か所×12月×1.1＝990千円
●自動釣銭機付きレジスター保守委託（3台分通年）サマーレビュー
指示により住民課2台分合算計上（270千円増額）



款 項 目

担当課 会計課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 4 会計管理費

事業名 7 会計管理費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地方自治法第170条に基づく会計管理者の
職務権限である会計事務

1．予算の執行における法令順守及び的確な審査で適正な予算執
行
2．円滑な検査の推進と速やかな決算処理
3．安全確実で迅速な支払い・収納サービスの提供と公金保管・運用

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

会計課窓口領収件数 件 11,933 取扱件数減 取扱件数減 取扱件数減 取扱件数減

口座振込支払対象件数 件 26,610 － － － －
実績・口座振込件数
（R6.09～債権者ごとまとめ払い） 件 19,876 対象件数を

60％へ縮小
対象件数を
60％へ縮小

対象件数を
60％へ縮小

対象件数を
60％へ縮小

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

実績・口座振込件数
（R6.09～債権者ごとまとめ払い） 件 対象件数を月

55～61％へ縮小
対象件数を
60％へ縮小

対象件数を
60％へ縮小

対象件数を
60％へ縮小

対象件数を
60％へ縮小

振込手数料（R6.10～有料） 千円 1,565 4,557 3,844 3,844 3,844 

追加・
変更に
ついて

●振込手数料：公金振込に係るR6年10月取引分から発生している手数料は、経費削減努力した実績推計
により、R7年度当初予算4,557千円に対し3,844千円（前年比△15.6％の減額）
●委託料 ：　自動釣銭機付きレジスター保守委託料は、サマーレビューにより住民課2台分も合算計上指示に
より新年度から合計3台分計上（前年比　270千円増額）

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


